
 

 

         

『

春

に

な

れ

ば

』

 

          



 

 

【

登

場

人

物

】

 
佐

々

木

日

菜

子

（

1
2

）
（

1
3

）

中

学

生

 

佐

々

木

た

つ

（

9
0

）

日

菜

子

の

祖

母

 

佐

々

木

幸

太

郎

（

1
6

）
（

1
7

）

日

菜

子

の

兄

 

佐

々

木

洋

子

（

4
5

）

日

菜

子

の

母

 

佐

々

木

勇

（

5
2

）

日

菜

子

の

父

 

松

本

博

美

（

1
2

）

日

菜

子

の

同

級

生
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〇

日

名

子

の

家

（

居

間

）

 

 
 

ぶ

か

ぶ

か

の

セ

ー

ラ

ー

服

を

き

て

い

る

の

は

、

佐

々

木

日

菜

子
（

1
2

）
。
そ

れ

を

み

て

い

る

の

は

佐

々

木

た

つ

（

9
0

）
。

 

た

つ

「

似

合

う

、

似

合

う

」

 

日

菜

子

「

あ

の

な

、

中

学

校

っ

て

め

っ

ち

ゃ

人

お

る

よ

」

 

た

つ

「

そ

う

か

ね

」

 

日

菜

子

「

な

ん

と

ク

ラ

ス

が

３

つ

も

あ

っ

て

」

 

た

つ

「

そ

う

か

、

そ

う

か

」

 

日

菜

子

「

学

校

も

大

き

く

て

な

、

桜

が

い

っ

ぱ

い

さ

い

て

て

綺

麗

で

」

 

た

つ

「

あ

れ

？

も

う

春

に

な

っ

た

ん

か

い

？

」

 

日

菜

子

「

ば

あ

ち

ゃ

ん

、

な

に

言

っ

て

ん

の

。

と

っ

く

に

春

だ

よ

。

４

月

で

ひ

な

は

、

中

学

生

に

な

っ

た

の

」

 

た

つ

「

は

て

一

昨

日

、

正

月

の

餅

、

食

べ

た

ん

じ

ゃ

な

か

っ

た

っ

け

？

」

 

 
 

玄

関

が

ガ

ラ

ッ

と

開

い

た

音

が

し

て

 

勇

の

声

「

た

だ

い

ま

ー

」
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日

菜

子

「

あ

、

お

と

ー

さ

ん

、

帰

っ

て

き

た

！

」

 

 
 

居

間

に

上

が

っ

て

き

た

佐

々

木

勇
（

5
2

）
、
農

作

業

着

姿

。

 

 
 

そ

こ

に

台

所

か

ら

出

て

き

た

割

烹

着

姿

の

佐

々

木

洋

子

（

4
5

）

が

や

っ

て

き

て

、

 

洋

子

 

「

遅

か

っ

た

や

ね

。

あ

れ

？

幸

太

郎

は

？

」

 

勇

 
 

「

今

、

外

で

荷

物

お

ろ

し

と

る

。
（

日

菜

子

み

て

）

相

変

わ

ら

ず

、

ち

っ

こ

い

な

」

 

 
 

 

と

、

日

菜

子

を

持

ち

上

げ

よ

う

と

す

る

。

 

洋

子

「

は

い

は

い

、

手

を

洗

っ

て

か

ら

。

ほ

ら

、

ひ

な

も

制

服

、

脱

ぎ

な

さ

い

」

 

日

菜

子

「

は

あ

ー

い

」

 

洋

子
「

お

義

母

さ

ん

も

、
ご

飯

だ

か

ら

。
手

洗

っ

て

」
 

 
 

た

つ

、

よ

っ

こ

ら

し

ょ

と

立

ち

上

が

り

、

台

所

の

テ

ー

ブ

ル

に

並

べ

ら

れ

て

い

る

夕

飯

を

み

て

 

た

つ

「

あ

り

ゃ

、

ひ

な

に

騙

さ

れ

た

。

や

っ

ぱ

り

、

今

日

が

正

月

や

な

」

 

日

菜

子

「

も

ー

。

お

ば

あ

ち

ゃ

ん

は

ー

」

 

 
 

 

玄

関

が

ガ

ラ

ッ

と

開

い

た

音

が

し

て
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幸

太

郎

の

声

「

お

腹

す

い

た

あ

ー

、

お

か

ー

さ

ん

ご

は

ん

！

」

 

〇

日

名

子

の

家

（

台

所

）

 
 

 
 

 

テ

ー

ブ

ル

に

は

、「

入

学

お

め

で

と

う

」

と

書

か

れ

た

小

さ

い

ケ

ー

キ

と

、

洋

子

の

手

作

り

と

思

わ

れ

る

ご

馳

走

が

並

ぶ

。

 

 
 

 

日

菜

子

、

洋

子

、

勇

、

た

つ

、

佐

々

木

幸

太

郎

（

1
6

）

の

5

人

が

美

味

し

そ

う

に

ご

飯

を

食

べ

て

い

る

。

 

 

〇

日

名

子

の

家

 

外

観

（

朝

）

 

 
 

 

日

菜

子

の

家

に

朝

日

が

あ

た

る

。

 

 

〇

日

名

子

の

家

（

玄

関

）

 

 
 

 

制

服

姿

の

日

菜

子

と

、

幸

太

郎

。

 

洋

子

の

声

「

ほ

ら

、

早

く

い

か

ん

と

ー

。

ひ

な

は

、

バ

ス

な

ん

だ

か

ら

」

 

日

菜

子

「

は

ー

い

」

 

幸

太

郎
「

大

丈

夫

―

。
俺

が

バ

ス

停

ま

で

送

る

か

ら

」

 

日

菜

子

「

お

か

ー

さ

ん

、

い

っ

て

き

ま

ー

す

」
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〇

バ

ス

停

へ

と

続

く

道

 

 
 

 

幸

太

郎

、

日

菜

子

を

後

ろ

に

の

せ

て

自

転

車

で

走

る

。

 

幸

太

郎
「

二

人

乗

り

、
お

か

ー

さ

ん

に

は

内

緒

だ

ぞ

」

 

日

菜

子

「

う

ん

」
 

 
 

 

道

横

に

、

満

開

の

桜

の

大

木

が

あ

る

。

そ

の

木

の

横

に

茶

色

い

服

を

着

た

2
0

歳

ほ

ど

の

男

の

人

が

立

っ

て

い

る

。

 

 
 

 

日

菜

子

と

目

が

合

っ

て

、
手

を

振

る

男

の

人

。

日

菜

子

も

手

を

振

り

返

す

。

 

 

〇

村

の

バ

ス

停

 

 
 

 

山

の

中

の

一

本

道

。

周

り

に

民

家

は

な

い

。

バ

ス

が

や

っ

て

く

る

。

 
 

 

日

菜

子

「

き

た

！

」

 
 

幸

太

郎

「

あ

れ

に

毎

日

の

る

ん

だ

ぞ

」

 
 

 

バ

ス

が

止

ま

り

、

ド

ア

が

開

い

て

 

日

菜

子

「

い

っ

て

く

る

」

 

 
 

 

バ

ス

に

の

り

こ

む

日

菜

子

。

 

 
 

 

そ

れ

を

見

送

る

、

幸

太

郎

。
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〇

バ

ス

の

中

 

 
 

 

バ

ス

の

乗

客

は

、

日

菜

子

１

人

だ

け

。

 

バ

ス

の

後

ろ

の

座

席

に

座

っ

て

い

る

、

日

菜

子

。

き

ょ

ろ

き

ょ

ろ

回

り

を

み

て

い

る

。

 

 
 

 

バ

ス

が

止

ま

り

ド

ア

が

開

き

、

日

菜

子

と

同

じ

セ

ー

ラ

ー

服

を

着

た

松

本

博

美

（

1
2

）

が

入

っ

て

く

る

。

博

美

、

日

菜

子

を

ち

ら

っ

と

み

て

無

視

し

、

前

方

の

席

に

座

る

。

 

バ

ス

の

運

転

手

日

菜

子

と

博

美

の

姿

ミ

ラ

ー

越

し

に

見

て

、

バ

ス

を

発

車

す

る

。

 

 

〇

中

学

校

前

の

バ

ス

停

 

 
 

 

走

り

去

る

バ

ス

。

そ

の

バ

ス

か

ら

降

り

た

、

日

菜

子

。

先

に

歩

い

て

い

る

博

美

を

追

い

か

け

て

 

日

菜

子

「

お

は

よ

う

」

 

博

美

 

「
（

小

声

で

）

お

は

よ

う

」

 

日

菜

子

「

あ

の

さ

、

私

、

佐

々

木

日

菜

子

っ

て

い

う

の

。

さ

っ

き

の

バ

ス

一

緒

だ

っ

た

よ

ね

？

」

 

博

美

 

「

だ

か

ら

、

何

？

」
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日

菜

子

「

山

か

ら

く

る

の

、

う

ち

ら

だ

け

だ

よ

ね

。

ね

え

、

最

近

こ

っ

ち

に

き

た

ん

？

い

つ

？

家

ど

こ

？

」
 

博

美

、

無

視

し

て

歩

く

。

 

日

菜

子

「

ね

え

、

名

前

、

な

ん

て

い

う

ん

？

」

 

博

美

 

「
（

ぼ

そ

っ

て

）

松

本

博

美

」

 

 
 

 

日

菜

子

、

聞

こ

え

な

く

て

 

日

菜

子

「

え

？

な

に

な

に

」

 

博

美

 

「

ま

、

つ

、

も

、

と

、

ひ

、

ろ

、

み

！

」

 

日

菜

子

「

ほ

う

‥

」

 

博

美

 

「

私

は

こ

ん

な

山

の

中

、

い

や

だ

っ

て

言

っ

た

の

に

！

」

 

日

菜

子

「

‥

一

緒

。

私

も

山

ん

中

、

嫌

い

。

だ

っ

て

友

達

、

誰

も

お

ら

ん

。

‥

や

っ

た

。

中

学

校

す

ご

い

。

友

達

が

で

き

た

」

 

博

美

 

「

‥

友

達

？

」

 

日

菜

子

「

ね

え

！

帰

り

、

一

緒

に

帰

ろ

！

！

」

 

 
 

 

博

美

、

う

ん

ざ

り

し

た

顔

を

す

る

。

 

 

〇

バ

ス

の

中
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夏

服

の

セ

ー

ラ

ー

服

を

着

て

い

る

、
日

菜

子

。 

 
 

 

バ

ス

が

止

ま

り

、

同

じ

く

夏

服

の

博

美

が

、

日

菜

子

の

隣

に

座

る

。

 

博

美

 

「

問

題

の

４

番

わ

か

っ

た

？

」

 

日

菜

子

「

え

？

何

そ

れ

？

」

 

博

美

 

「

ひ

な

、

ま

た

忘

れ

た

ね

」

 

日

菜

子

「

宿

題

、

今

日

ま

で

？

」

 

博

美

「

そ

う

に

決

ま

っ

て

ん

じ

ゃ

ん

」

 

日

菜

子

「

う

わ

ー

。

全

然

や

っ

と

ら

ん

」

 

博

美

 

「
（

視

線

を

感

じ

て

）

や

だ

よ

」
 

日

菜

子

「

一

生

の

お

願

い

」

 

博

美

 

「

や

だ

や

だ

、
だ

っ

て

ば

れ

る

も

ん

、
絶

対

」

 

 
 

 

バ

ス

の

運

転

手

、

二

人

を

ミ

ラ

ー

越

し

に

み

て

、

ふ

っ

と

笑

う

。

 

 

〇

日

名

子

の

家

（

台

所

）

 

 
 

 

ク

リ

ス

マ

ス

の

ご

馳

走

が

並

ぶ

テ

ー

ブ

ル

。

席

に

は

、

日

菜

子

、

博

美

、

幸

太

郎

、

た

つ

、

洋

子

。

 

幸

太

郎

「

せ

ー

の

」
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日

菜

子

、
博

美

、
幸

太

郎
「

メ

リ

ー

ク

リ

ス

マ

ー

ス

」

 
洋

子

 

「

さ

ー

、

み

ん

な

食

べ

ま

し

ょ

」

 

た

つ

 
「

あ

り

が

た

い

ね

え

、

正

月

だ

ね

え

」

 

幸

太

郎

「

ば

あ

ち

ゃ

ん

、

今

は

ク

リ

ス

マ

ス

」

 

日

菜

子

「

お

と

ー

さ

ん

、

寄

合

い

だ

っ

け

？

ケ

ー

キ

食

べ

ら

れ

な

く

て

、

か

わ

い

そ

う

」

 

洋

子

 

「

な

ー

に

が

、
か

わ

い

そ

う

な

も

ん

で

す

か

。

酒

飲

み

に

い

っ

て

い

る

ん

だ

か

ら

」

 

博

美

「

う

ち

の

お

父

さ

ん

も

、

今

日

す

っ

ご

く

嬉

し

そ

う

に

し

て

た

」

 

幸

太

郎

「

俺

も

早

く

寄

合

い

に

行

っ

て

、

酒

飲

ん

で

み

た

い

」

 

洋

子

 

「

何

、

言

っ

て

ん

の

」

 

た

つ

 

「

…

寄

合

い

な

ん

か

、

行

っ

ち

ゃ

だ

め

だ

」

 

幸

太

郎

「

え

？

」

 

た

つ

 

「

あ

そ

こ

に

行

っ

た

も

ん

は

、

み

ん

な

戦

争

に

行

っ

て

し

ま

う

」

 

洋

子

 

「

お

義

母

さ

ん

、

今

は

そ

う

い

う

寄

り

合

い

じ

ゃ

な

い

ん

よ

」

 

た

つ

 

「

戦

争

は

あ

か

ん

。

行

っ

た

者

も

残

さ

れ

た
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者

も

い

な

く

な

る

。

食

べ

る

も

の

が

な

く

な

っ

て

、

食

べ

ら

れ

な

い

が

続

い

て

、

み

ん

な

死

ん

で

し

ま

う

」

 

博

美

 

「

…
わ

か

る

。

う

ち

の

お

母

さ

ん

も

、

食

べ

れ

な

く

な

っ

て

、

そ

れ

で

、

死

ん

じ

ゃ

っ

た

」

 

洋

子

 

「

博

美

ち

ゃ

ん
…

」

 

博

美

 

「

ご

飯

も

、

野

菜

も

、

肉

も

食

べ

ら

れ

な

く

な

っ

て

死

ん

じ

ゃ

っ

た

。

何

に

も

美

味

し

く

な

い

っ

て

言

っ

て

。

だ

か

ら

お

父

さ

ん

、

農

業

始

め

た

っ

て

‥

」

 

 
 

 

幸

太

郎

、

立

ち

上

が

り

テ

ー

ブ

ル

の

料

理

を

さ

し

て

、

 

幸

太

郎

「

こ

れ

は

、

俺

が

採

っ

て

き

た

大

根

と

ホ

ウ

レ

ン

草

。

こ

っ

ち

は

こ

の

秋

に

採

れ

た

ジ

ャ

ガ

イ

モ

だ

。

あ

と

こ

れ

は

母

さ

ん

が

作

っ

た

チ

キ

ン

。

ひ

な

も

料

理

、

手

伝

っ

た

。

全

部

、

食

べ

て

い

い

か

ら

な

。

こ

れ

か

ら

も

俺

が

す

ご

い

美

味

し

い

も

の

、

採

っ

て

き

て

や

る

」

 

 
 

 

博

美

、

う

な

ず

く

。

 

た

つ

 

「

正

月

は

沢

山

、
食

べ

ら

れ

て

ほ

ん

に

え

え

」
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日

菜

子

「

ば

あ

ち

ゃ

ん

、

だ

か

ら

、

ク

リ

ス

マ

ス

だ

っ

て

ば

」

 

 
 

 
博

美

、

く

す

っ

と

笑

い

、

そ

れ

に

つ

ら

れ

て

み

ん

な

笑

う

。

 

 

〇

バ

ス

に

続

く

道

 

 
 

 

緑

の

映

え

る

日

。

制

服

姿

の

幸

太

郎

（

1
7

）

と

日

菜

子

（

1
3

）
。

 

幸

太

郎

、

日

菜

子

を

自

転

車

に

乗

せ

、

2

人

乗

り

で

走

っ

て

い

る

。

 

日

菜

子

「

お

兄

ち

ゃ

ん

、

大

学

、

農

業

科

う

け

る

っ

て

本

当

？

」

 

幸

太

郎

「

誰

に

き

い

た

？

」

 

日

菜

子

「

お

父

さ

ん

」

 

幸

太

郎

「

そ

う

だ

よ

」

 

日

菜

子

「

喜

ん

で

た

よ

、

お

父

さ

ん

。

後

継

い

で

く

れ

る

っ

て

」

 

幸

太

郎

「

ふ

ー

ん

」

 

 
 

 

道

横

の

桜

の

大

木

を

通

り

過

ぎ

る

。

 

 
 

 

桜

の

花

は

満

開

。

そ

の

木

の

下

に

軍

服

姿

の
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男

の

人

が

立

っ

て

お

り

、

日

菜

子

に

手

を

振

り

、

日

菜

子

も

手

を

振

り

返

す

。

 

幸

太

郎

「

お

前

、

誰

に

手

ふ

っ

て

ん

の

？

」

 

日

菜

子

「

え

？

あ

そ

こ

に

い

る

人

」

 

 
 

 

桜

の

木

の

下

に

は

、

誰

も

い

な

い

。

 

日

菜

子

「

あ

れ

？

お

か

し

い

な

」

 

 
 

 

桜

の

花

び

ら

が

、

空

を

舞

っ

て

い

る

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

了

 

 


